

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文政頃の見聞を集めた『文化秘筆』では、文政二 ( 一八一九 ) 年六月の唐人屋敷で出された料理
献立を紹介し、その中には「八宝蒸鴨／貝入アヒル丸煮」などが書き上げられている。
　一方で、卓袱料理の様式で長崎の人の邸宅で出された卓袱料理について、長久保赤水は『長崎
行役日記』明和四 ( 一七六七 ) 年一〇月一五日条で、酒を飲み始めてまもなく「大鉢索麺、鯛、
せん卵、木耳、葱、大鉢は替らず、どんぶりは皆かはる」と記す。また、尾張の菱屋平七が記し








































































































































































































































− 43 −− 42 −
料と、外交・通商の実務を担った対馬藩宗家による関連史料が知られている。
朝鮮通信使に関する記録





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































茶店は “ ちゃみせ ” とも “ さ（ちゃ）てん ” とも読み、茶屋とほぼ同じ意味を持つ。ただし、茶
日本食文化史研究の基礎的史料について












































































































































































































































































































































































































































































































① 『太々講執行中料理献立扣牒』　文化四 ( 一八〇七）年
② 『升屋平右衛門仙台下向日記』　文化十 ( 一八一三 ) 年
③ 『金井忠兵衛旅日記』　文政五 ( 一八二二 ) 年
④ 『中井源左衛門光凞旅日記』　文政十二（一八二九）年
⑤ 『伊勢参宮日記』a　作者不明　天保六 ( 一八三五 ) 年
⑥ 『伊勢参宮日記』b　田中佐太郎　天保十二 ( 一八四一 ) 年
⑦ 『伊勢参宮覚』　弘化二 ( 一八四五 ) 年
⑧ 『伊勢参宮献立道中記』　弘化五 ( 一八四八 ) 年






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































原田信男　一九七六　「宝暦～天明期の料理文化」『歴史公論』七一号 , 九八～一〇二頁 .






谷川健一他　一九七二　 『日本庶民生活史料集成 第二〇巻 探検・紀行・地誌 補遺』 三一書房






















 （2019 年 10月1日受理）




 くまくら　いさお　（MIHO MUSEUM 館長）
 かまたに　かおる　（立命館大学食マネジメント学部准教授）
 たけぬき　ゆかこ　（京都府立大学文学部非常勤講師）
 はしづめ　のぶこ　（京都府立大学京都和食文化研究センター共同研究員）
 おおぜき　あや　　（京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
 のざわ　まき　　　（ノートルダム清心女子大学文学部講師）
 はしもと　ちかこ　（滋賀県立大学人間文化学部講師）
 チャン　リンジ〔ちょう　りょうし〕　（京都府立大学文学部共同研究員）
 やまもと　ともよ　（錦城学園高等学校教諭）
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